















はないかJ 、「よねj 、「よ」と対照させながら記述することを試みた。その結果、「ガj には
確認要求と聞き手に情報を提供するという機能があり、それぞれ共通語の「ではないかJ 、
















れ相当する共通語の「ではなし、かj 、「だろう J 、「よね」、「よ」の意味・機能と対照さ
せながら、「ガJ の意味・機能を整理していくことにする。
以下、 2 節で当該形式の共起関係を整理し、 3 節で確認要求を表す「ガ」と情報の提
供を表す「ガ」の意味・機能を分析する。その後、 4 節で「ガJ の意味・機能を、共
通語のそれとの共通点・相違点を挙げながらまとめることにする。
分析データは名古屋生え抜き話者 2 人 (A: 50 代男性、 B: 50 代女性)と筆者(1973 








「ガJ は、主節の文末に位置し、従属節内に生起することはない。 (5) 、 (6) 、 (7)
のように用言に後接することはできるが、体言が前接する場合、断定辞「だJ が付加


























「ガj は、「話し手と聞き手との間にある認識のギャップを埋める J 機能を持つ。そ








篠認要求形式については、田野村( 1988) や三宅( 1994) など多くの論考があるが、
表 l 蓮沼( 1995) における「だろう J r じゃなし、かJ r よね」の意味
-認識的に優位な位置にいる話し手が、自分と同様な認識を
もつように開き手を促し、その成立状態を線認する用法

























相互了解の形成確認 • r よね」に国有の用法
(23) 私、ゅうべ、眼鏡、ことに置いた(よね/??でしょ/
*じゃなしリ。 (蓮沼の (23))
表 2 大関( 1986) における「よ」の怠味
. [開き手が話し手と違う判断をくだしていると知って、そ
れに反論する用法]









その中で、蓮沼( 1995) が[だろう」、「じゃなし、かj 、「よねj の用法を分析して得ら
れた志味の枠が「ガ」の意味・機能とほぼ対応することから、表 1 に示す蓮沼の枠を
参照する。また、情報提供形式としての fガj は、「よ」と「ねJ の機能を分析した大
曽(1986) の枠のうち、 f よ J に該当する意味の枠が「ガj の意味・機能と類似してい




















では、「ガj は話し手が聞き手に関する情報を発話時に獲得する場合 (33) や、話し手
が開き手ではなく、話し子自身の情報について推測する場合 (34) には使用できないc
(33) 疲れた{でしょ/*ガ/*よね)。ゆっくり休んでね。(=21) 
(34) お母さん、遊びに行ってもいい{でしょ/*ガ/竹よねじ(蓮沼の (14)) 






ね} 0 (蓮沼の (15))
(36) この閉会ったときは、食事しようって言ってた{ガ↑/だろう/??よねじ
次に、[相互了解の形成確認J の場合、 (37) や (38) のように、話し手が記憶を検
索した結果獲得した情報が、聞き手にとって新規の情報であるような場合、使用でき
ない。
(37) 効いた{よね/*ガ}、早めのパプロン。 (蓮前の (25))
(38) わかってる{よね/*ガ}、これから何するのか。
その一方で、発話時において、話し手が聞き手もその情報はすでにわかっていると
惟測される情報を開き手に提供して確認を求めている場合は、 (39) (40) のように
「ガ J は使用可能となるのこの場合、その情報は、話し手と聞き手が共に体験した出
来事であるか、一般通念であることが多い。




C: うん、ちょっとね。 (蓮沼の (6))
3.3. 情報提供表現としての「ガj





B: あ、ただのクラスメートだ{ガ/よ/竹じゃなし、か 10 [反論]
(43) お前、社会の窓が開いてる{ガ/よ /77 じゃなし、かし (=3) [認識要求]












B: 何いってるの。がんばっとる{テ/ガ/よ }o (=41) [反論]
(46) A: おい、こないだ、そこのマクドで女の子といるのを見たぞ。
B: 違うガ。ただのクラスメートだ{テ/ガ/よし (=42) [反論]
次に、「情報の伝達」の場合、「ガ」は、 (47) や (48) のように、発話時以前に、聞
き手に関する情報を話し手が獲得し、それを聞き手に伝える場合に使用することがで
きる。
(47) ちょっと、鼻毛が出とる{ガ/よ}。 ( =4) [情報の伝達]
(48) 顔ににきびがいっぱいできとる{ガ/よし [情報の伝達]






















用 法 ガ だろう ではないか よね よ
共通認識の喚起 。 。 。 。 x I 
認識形成の要請 。 。 。 ﾗ ﾗ 
認識生成のアピール 。 ﾗ 。 ﾗ ム|
推量確認 発話時に獲得した情報から ﾗ 。 ﾗ ム ﾗ 
の探測
発話時以円1]に獲得した情報 。 。 ﾗ ム ﾗ 
からの推測
相互了解の形成 聞き手にとって新 ﾗ ﾗ ﾗ 。 ﾗ 
確認 規情報である
開き手にとって既 。 ﾗ ﾗ 。 ﾗ 
有情報である
反舌ロム間 。 ﾗ ム ﾗ 。
認識要求 。 ﾗ よL ﾗ 。
情報の伝達 新規情報の伝達 。 ﾗ ﾗ ﾗ 。
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